
（静岡県）

令
和
６
年
は
市
制
70
周
年
と 

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
１
０
０
周
年
の
祝
祭
年

　

藤
枝
市
（
令
和
６
／
２
０
２
４
年
度
現
在
人
口

14
万
16
人
）
を
訪
ね
た
本
年
４
月
24
日
は
、
市
名
の

由
来
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
藤

の
花
」
が
、
ま
さ
に
最
盛
期

を
迎
え
る
頃
合
い
だ
っ
た
。

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、

約
20
種
・
２
５
０
本
の
藤

の
花
が
咲
き
競
い
、
年
間

１
５
０
万
人
が
来
園
す
る

観
光
名
所
で
も
あ
る
蓮
華

寺
池
公
園
で
は
、
恒
例
の

「
藤
ま
つ
り
（
第
42
回
／
４

月
19
日
～
29
日
）」
が
、
既

に
始
ま
っ
て
い
た
。

　
「
お
茶
ど
こ
ろ
静
岡
」
を

代
表
す
る
産
地
の
一
つ
で

あ
る
藤
枝
市
で
は
、
こ
の
時
期
、
新
芽
を
収
穫
す
る

「
茶
摘
み
」の
季
節
も
迎
え
る
。

　

藤
枝
市
の
茶
摘
み
の
季
節
の
幕
開
け
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
る
、
樹
齢
３
０
０
年
の「
藤
枝
の
大
茶
樹
」

（
樹
高
４
ｍ
、
周
囲
33
ｍ
／
大
久
保
地
区
）
の
茶
摘

み
を
、
本
年
は
５
月
５
日
に
実
施
。
約
30
人
が
か

り
で
、
計
約
21
㎏
の
新
茶
が
摘
み
取
ら
れ
た
様
子

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
全
国
発
信

さ
れ
た
。

　

藤
の
花
が
満
開
と
な
り
、
茶
摘
み
に
最
適
な
い

わ
ゆ
る
《
八
十
八
夜
》
の
前
後
に
当
た
る
４
月
下
旬

か
ら
５
月
初
旬
の
時
期
は
、
一
年
の
中
で
藤
枝
市

が
最
も
華
や
ぐ
季
節
で
あ
る
と
、
藤
枝
市
公
式
サ

イ
ト
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
藤
の
花
を
象
徴
す
る
深

み
あ
る
藤
色
や
、
新
茶
を
象
徴
す
る
爽
や
か
な
明

緑
色
を
使
っ
た
各
種
の
飾
り
が
、
ま
ち
な
か
を
明

る
く
彩
る
の
を
恒
例
と
す
る
が
、
藤
枝
市
は
昨
年

（
令
和
６
年
）
の
こ
の
時
期
、
例
年
以
上
の
華
や
ぎ

と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た
、
格
別
の
春
を
迎
え
て
い

た
。
そ
の
所ゆ
え
ん以

は
、

藤
枝
市
に
と
っ
て
二
つ
の

記
念
す
べ
き
「
歴
史
的
な

節
目
」に
あ
る
。

　

ま
ず
、
県
都
・
静
岡
市

に
隣
接
し
、
近
代
以
前
に

は
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町
・
城
下
町（
旧
田
中

藩
・
田
中
城
）と
し
て
繁
栄
し
た
都
市
基
盤
を
継
承
、

近
代
以
降
も
常
に
、
静
岡
県
中
部
の
中
核
的
都
市

と
し
て
発
展
し
て
き
た
藤
枝
市
は
、
令
和
６
年
３

月
31
日
に
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

同
時
に
昨
春
は「
日
本
一
の
サ
ッ
カ
ー
ど
こ
ろ
静

市 政 ル ポ 藤
ふ じ え だ

枝市

幻想的なまでに美しい「藤の花」のライトアップ（蓮華寺池公園「藤まつり」
にて）

お
茶
と
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
で
多
彩
に
進
む
近
未
来
へ
の
道
筋

推
進
力
は
新
産
業
創
出
と
市
民
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
!!

北
きたむら

村正
しょうへい

平
藤枝市長
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岡
」で
も「
本
場
の
中
の
本
場
」で
あ
る
こ
と
を
自
他

共
に
認
め
、「
蹴
球
都
市
」を
掲
げ
る
藤
枝
市
に
と
っ

て
、
そ
も
そ
も
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
競
技

の「
種
」が
同
地
に
植
え
ら
れ
て
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年
の
節

目
に
も
当
た
っ
て
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
制
施
行
70
周

年
・
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
１
０
０
周

年
を
記
念
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
、
令
和
６
年
度
い
っ
ぱ
い
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
サ
ッ
カ
ー
に
お
い

て
、
藤
枝
市
に
は
「
全
国
高
等
学

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
の
出

場
常
連
校
で
、
こ
れ
ま
で
に
優
勝

４
回
、
準
優
勝
３
回
を
数
え
、
多

く
の
日
本
代
表
選
手
も
輩
出
し
て

き
た
名
門
・
藤
枝
東
高
校
が
あ
る
。

同
時
に
令
和
６
年
に
開
催
さ
れ
た

「
第
33
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
で
、
優

勝
（
令
和
４
／
２
０
２
２
年
度
か

ら
３
連
覇
中
、
優
勝
回
数
も
全
国

最
多
８
回
）
し
た
ば
か
り
の
藤
枝

順
心
高
校
も
立
地
し
て
い
る
。

　

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
の
Ｊ

リ
ー
グ
創
設
時
か
ら
市
民
が
待
望

し
て
い
た
地
元
発
の
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
、
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ

（
平
成
21
／
２
０
０
９
年
創
設
、

令
和
６
年
・
Ｊ
２
リ
ー
グ
20
チ
ー
ム
中
13
位
）
も
藤

枝
市
を
拠
点
（
藤
枝
市
と
共
に
志
太
榛
原
地
域
を
構

成
す
る
島
田
市
、
焼
津
市
、
牧
之
原
市
、
吉
田
町
、

川
根
本
町
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
登
録
）
に
、
サ
ッ
カ
ー

活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
密
着
の
多
彩
な
活
性
化

活
動
、
発
信
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
海
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
１
部
リ
ー
グ
に

所
属
す
る
藤
枝
市
役
所
サ
ッ
カ
ー
部
は
、「
全
国
自

治
体
職
員
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
全
国
32
の
自
治

体
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
う
方
式
）」
で
、

平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
か
ら
６
連
覇
、
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
か
ら
は
８
連
覇
（
令
和
２
～
４
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
）
を
継
続
中
で
、
優
勝
回
数
も

最
多
35
回
の
大
記
録
を
保
持
。
天
皇
杯
本
大
会
へ

も
３
回
出
場
す
る
な
ど
、「
地
方
自
治
体
に
お
け
る

最
強
チ
ー
ム
」
と
し
て
、
輝
か
し
い
実
績
を
誇
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
た
だ
け
で

も
、
藤
枝
市
民
に
と
っ
て
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
も
は

や
地
域
財
産
・
地
域
資
源
で
あ
り
、
大
げ
さ
で
な

く「
血
肉
化
し
た
存
在
」と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
土
壌
の
故
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
例

え
ば
、
市
制
施
行
70
周
年
と
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち

１
０
０
周
年
を
記
念
し
設
営
さ
れ
た
、
市
役
所
本

庁
舎
横
「
藤
枝
市
特
設
サ
ッ
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
藤
枝
市
民
会
館
１
階
）
は
、
市
民
や
全
国
の
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
の
圧
倒
的
支
持
を
得
て
、
本
年
度
も

継
続
公
開
に
な
っ
て
い
る
。

愛称「とんがりぼう」の「旧藤枝製茶貿易商館」。明治から昭和初期に
茶葉の貿易を担った藤枝製茶貿易会社の社屋として稼働。現在は
蓮華寺池公園に移設され、藤枝市の茶文化発信・観光交流拠点に樹齢300年を誇るお茶どころ・藤枝の巨大なシンボル「藤枝の大茶樹」

静岡市

藤枝市

「全国自治体職員サッカー選手権大会」で破竹の8連覇。無敵を誇る藤枝市職員チー
ムの雄姿
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こ
の
よ
う
に
市
制
施
行
70
周

年
・
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
１
０
０
周

年
の
余
韻
は
、
今
も
随
所
に
遺の
こ

っ

て
い
る
。

　
「
藤
枝
市
の
市
制
施
行
は
昭
和
29

（
１
９
５
４
）
年
３
月
31
日
で
、
平

成
21
年
１
月
１
日
に
は
旧
志
太
郡

岡
部
町
と
合
併
し
、
新
生
藤
枝
市

と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
は
市
制
施
行
70
周
年
の

節
目
で
あ
る
と
同
時
に
、
岡
部
町

と
の
合
併
か
ら
は
15
年
の
節
目
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

旧
藤
枝
市
と
岡
部
町
が
一
緒
に

な
る
こ
と
は
、
藤
枝
市
民
に
と
っ

て
長
年
に
わ
た
る
願
い
で
し
た
。

東
海
道
五
十
三
次
に
お
い
て
、
岡

部
町
の
前
身
・
岡
部
宿
は
21
番
目

の
宿
場
、
藤
枝
宿
は
22
番
目
の
宿

場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
親
し

み
だ
け
で
な
く
、
藤
枝
市
も
旧
岡

部
町
も
、
東
海
道
の
宿
場
町
と
し

て
の
街
道
文
化
や
歴
史
文
化
へ
の

思
い
入
れ
が
と
て
も
強
い
の
で
す
。

　

特
に
歴
史
を
物
語
る
街
道
沿
い
の
松
並
木
な
ど
、

由
緒
あ
る
有
形
無
形
の
文
化
財
を
大
切
に
し
な
が
ら

互
い
に
有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
藤
枝
市
と
岡
部
町
が
一
緒
に
な
る
こ
と
は
ご
く

自
然
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
意
義
の
あ
る
こ

と
と
考
え
ら
れ
て
き

た
の
で
す
。

　

静
岡
県
内
に
は
東

海
道
五
十
三
次
の
う

ち
22
の
宿
場
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち

六
つ
の
旧
宿
場
町
を

擁
す
る
県
都
・
静
岡

市
と
、二
つ
の
宿
場
町

を
擁
す
る
藤
枝
市
は
、

共
同
で
日
本
遺
産
に

申
請（
※『
日
本
初「
旅

ブ
ー
ム
」を
起
こ
し
た

弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
、

駿
州
の
旅
～
滑
稽
本
と
浮
世
絵
が
描
く
東
海
道
旅
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
道
中
記
）～
』）し
、
令
和
２
年
度
に

文
化
庁
か
ら
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
こ
の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
遺
産
を
、
観
光
資
源

と
し
て
、
さ
ら
に
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

藤
枝
市
の
市
制
施
行
70
周
年
と
藤
枝
市
へ
の

サ
ッ
カ
ー
導
入
１
０
０
周
年
が
重
な
っ
た
こ
と
へ

の
感
慨
を
問
う
質
問
に
、
万
感
の
思
い
を
込
め
つ

つ
そ
う
語
る
の
は
、
自
身
も
藤
枝
東
高
校
の
卒
業

生
で
あ
り
、
今
も
サ
ッ
カ
ー
そ
の
も
の
を
「
趣
味
の

一
つ
」と
自
認
す
る
北
村
正
平
藤
枝
市
長
だ
。

　

藤
枝
市
生
ま
れ
の
北
村
市
長
は
、
平
成
20

（
２
０
０
８
）
年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
藤
枝
市
長
選

に
出
馬
し
て
当
選
。
本
年
で
就
任
か
ら
５
期
17
年

目
を
迎
え
て
い
る
。

藤
枝
駅
前
の
再
開
発
で
図
る 

広
域
都
心
と
し
て
の
中
心
市
街
地
形
成

　

藤
枝
市
を
訪
れ
最
初
に
感
じ
た
華
や
ぎ
の
源
泉

は
、
季
節
的
な
意
味
合
い
や
、
市
制
施
行
70
周
年
・

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
１
０
０
周
年
の
余
韻
だ
け
で
は

な
い
。

　

藤
枝
市
の
表
玄
関
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
藤
枝
駅

の
北
口
側
と
南
口
側
で
は
、
近
年
、
志
太
榛
原
地
域

の
広
域
都
心
形
成
に
も
つ
な
が
る
中
心
市
街
地
再
開

発
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
成
果
や
進
行
中
の
様

子
は
、
駅
に
降
り
立
っ
た
だ
け
で
目
の
当
た
り
に
で

き
、
現
在
進
行
形
の
躍
動
的
な
雰
囲
気
を
、
た
ち
ど

こ
ろ
に
感
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

例
え
ば
、
駅
北
口
側
で
は
現
在
、
令
和
８

蹴球都市・藤枝市の歴史、藤枝東高校・藤枝順心高校・藤枝MYFCなど
の歴史、藤枝出身の名選手たちの足跡など多彩な展示が人気の「藤枝市特
設サッカーミュージアム」

今年で33回を数える藤枝市発のサッカーイベント「全国
PK選手権」は海外からも参加する大会へと成長。毎回、
多くの老若男女が参加する

日本遺産の重要な構成要件でもある旧岡部宿「大旅籠柏屋」の1階上がりが
まち。当時の旅人の様子が等身大のフィギュアで再現されている

旧東海道・岡部宿付近の松並木
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藤枝市　市 政 ル ポ

（静岡県）

（
２
０
２
６
）
年
に
着
工
予
定
の
「
藤
枝
駅
前
１
丁
目

６
街
区
再
開
発
事
業
」（
地
上
17
階
、
延
床
面
積

１
万
３
０
０
０
㎡
超
の
複
合
ビ
ル
建
設
計
画
）、
令

和
９（
２
０
２
７
）年
に
竣
工
予
定
の「
藤
枝
駅
前
１

丁
目
９
街
区
再
開
発
事
業
」（
地
上
21
階
、
延
床
面
積

１
万
６
３
０
０
㎡
超
の
複
合
ビ
ル
建
設
計
画
）
な
ど

が
、
続
々
と
動
き
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
先
駆
け
る
形
で
、「
藤
枝
駅
前
１

丁
目
８
街
区
再
開
発
事
業
」（
地
上
17
階
、
住
宅
棟
と

商
業
棟
で
延
床
面
積
１
万
３
７
７
０
㎡
超
の
複
合
ビ

ル
・
藤
枝
ミ
キ
ネ
）が
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年
に

竣
工
。
商
業
棟
に
は
、
医
療
施
設
、
高
齢
者
や
子
育

て
支
援
施
設
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
地

域
初
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
未
来
共
創
ラ
ボ
・

フ
ジ
キ
チ
」
も
、
令
和
４
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
80
社
が
利
用
し
、
活
況
を
呈
し

て
い
る
。

　

出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
新
し
い
革
袋（
ま
ち
並
み
）

に
、
既
に
新
し
い
ワ
イ
ン（
新
た
な
民
間
活
動
）が
注

ぎ
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

駅
を
挟
ん
だ
南
口
駅
前
で
は
、
市
有
地
有
効
活
用

事
業
と
し
て
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
に
、
複
合
商

業
施
設
「
オ
ー
レ
藤
枝
」（
地
上
９
階
、
商
業
施
設
棟

と
４
４
５
台
収
容
の
自
走
式
駐
車
場
棟
で
構
成
）
が

竣
工
。
平
成
28（
２
０
１
６
）年
に
は
、
隣
接
地
に
同

一
計
画
の「
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
」（
地
上
14
階
地
下
１
階
）

が
竣
工
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
れ
に
先
駆
け
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
に
は
、
同
じ
く
市
立
志
太
総
合
病
院
跡
地
を
活

用
し
た
事
業
、
映
画
館（
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）

を
含
む
複
合
商
業

施
設
「
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤

枝
」
が
竣
工
し
て
い

る
。
同
施
設
に
お

い
て
は
、
１
階
に

「
藤
枝
市
産
学
官
連

携
推
進
セ
ン
タ
ー
」

が
、
ま
た
３
階
に

は
市
立
駅
南
図
書

館
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　
「
藤
枝
駅
北
口
・

南
口
前
の
中
心
市
街

地
再
開
発
と
活
性
化

は
、
本
市
の
重
点
戦
略
の
一
つ
『
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
』
を
創
る
上
で
不
可

欠
の
事
業
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
戦
略
の
最
前
線

に
位
置
す
る
拠
点
施
設
の
一
つ
『
藤
枝
市
産
学
官
連

携
携
推
セ
ン
タ
ー
』
の
目
的
は
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
現
在
、
藤

枝
市
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
静
岡
産
業

大
学
、
静
岡
理
工
科
大
学
、
大
正
大
学
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

『
藤
枝
駅
前
１
丁
目
９
街
区
再
開
発
事
業
』
で
建
設

さ
れ
る
複
合
ビ
ル
に
は
、
大
正
大
学
（
東
京
都
豊
島

区
）の『
仮
称
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
』

の
進
出
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
『
藤
枝
市
産
学
官
連
携
携
推
セ
ン

タ
ー
』
を
軸
に
、
藤
枝
駅
の
北
口
・
南
口
の
周
辺
エ

リ
ア
に
は
、
大
学
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
研
究
機
関
、

藤枝駅北口前にある藤枝市初のコワーキングスペース「未来共創ラボ・フジキチ」

藤枝駅南口の複合商業施設「BiVi藤枝」1階にある「藤枝市産学官連携推進
センター」の活動交流スペース

中心市街地再開発が進むJR藤枝駅周辺。写真は藤枝駅南口の「ホテル
オーレ（左側）」と複合ビル「オーレ藤枝（右側）」
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大
学
以
外
の
研
究
機
関
な
ど
の
集
積
を
さ
ら
に
図
る

と
共
に
、
新
た
な
産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
な
ど

を
、
産
学
官
民
の
連
携
で
展
開
し
て
い
く
た
め
の
拠

点
的
な
ゾ
ー
ン
に
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り

ま
す
」（
北
村
市
長
）

　

藤
枝
駅
周
辺
の
再
開
発
で
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、
そ
の
成
果
が
徐
々
に
上
が
り
つ
つ
あ
る

藤
枝
市
は
、
一
方
で
本
年
３
月
に「
藤
枝
市
新
産
業

創
造
プ
ラ
ン
『
藤
枝
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｅ
バ
レ
ー
構
想
』（〝
健

康
・
予
防
の
ま
ち
〟
を
築
く
健
康
生
活
産
業
の
創

造
）」
と
題
す
る
新
た
な
施
策
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

発
表
。
地
域
活
性
化
の
推
進
を
同
時
多
発
的
に

図
っ
て
い
る
。

健
康
・
予
防
に
特
化
の
新
産
業
創
出
と 

選
ば
れ
る
ま
ち
・
藤
枝
の
実
現

　
「
藤
枝
市
新
産
業
創
造
プ
ラ
ン
」
で
は
、
地
域
に

立
地
す
る
既
存
の
中
小
企
業
振
興
と
い
う
テ
ー
マ

と
共
に
、
高
齢
化
社
会
の
さ
ら
な
る
進
展
を
見
据

え
た
、
成
長
戦
略
と
し
て
の「
健
康
・
予
防
に
特
化

し
た
新
産
業
」の
創
出
と
い
う
テ
ー
マ
の
同
時
遂
行

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
は
首
長
と
し
て
、
常
に
生
活
に
密
着
す
る

《
健
康
・
教
育
・
環
境
・
危
機
管
理
》
の
頭
文
字
に

由
来
す
る
『
４
つ
の
Ｋ
』
を
政
策
の
柱
に
据
え
、
そ

れ
を
基
盤
に
市
政
運
営
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
『
健
康
』
は
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
幸
せ
な
生

活
を
送
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

本
市
に
は
古
く
か
ら
、
静
岡
県
中
西
部
の
広
大

な
地
域
に
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
大
井

川
の
恩
恵
を
受
け
、
肥ひ
よ
く沃
な
平
野
と
豊
富
で
優
良

な
水
資
源
の
お
か
げ
で
、
農
業
と
共
に
食
品
・
医

薬
品
関
連
の
企
業
が
集
約
す
る
な
ど
、『
食
と
農
』

『
健
康
医
療
』
の
充
実
し
た
地
域
性
が
自
然
と
育
ま

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
地
域
産
業
の
持
続
性
を
確
保

す
る
と
共
に
、
よ
り
一
層
の
成
長
を
促
す
た
め
に

も
、
今
か
ら
次
の
一
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
本
市
の
強
み
で
あ
る『
食
と

農
』『
健
康
医
療
』を
生
か
し
た『
健
康
生
活
産
業
』を

興
し
、
市
内
経
済
を
け
ん
引
す
る
核
と
な
る
成
長

産
業
を
創
出
す
る
べ
く
策
定
し
た
の
が『
藤
枝
市
新

産
業
創
造
プ
ラ
ン
』な
の
で
す
。

　

同
時
に
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

社
会
と
い
う
難
局
に
あ
っ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
抜
本
的
な
課
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す

る
た
め
の
方
策
、
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
地
域
産
業
の
高
付
加
価
値
化
や

人
が
集
ま
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
市
外
か
ら
の
企
業
の
進
出
を
呼
び
込
む
と
と

も
に
、
既
存
の
地
域
企
業
が
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
発
展
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
経
済
や
所
得
水
準
の
向
上

を
促
し
、
市
民
の
生
活
水
準
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と

同
時
に
、
市
民
の
健
康
長
寿
の
延
伸
を
達
成
す
る

こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
」（
北
村
市
長
）

藤枝市は県内6大学（静岡大学、静岡県立大学、常葉大学、静岡福祉大学、静岡産業大学、
静岡理工科大学）との包括連携協定にのっとり、地域課題解決を多角的に模索している（6
大学地域政策研究会）

藤枝市では市内12の施設に「デジタル支援員」を配置。市民のデジタルに関す
るあらゆる質問に応えるとともに、市民のデジタル活用を支援する
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藤枝市　市 政 ル ポ

（静岡県）

　

藤
枝
市
の
産
業
構
造
は
、
中
部
地
方
全
体
の
基
幹

産
業
と
も
い
え
る
自
動
車
産
業
の
集
積
と
、
茶
葉
の

生
産
や
水
稲
栽
培
を
軸
と
す
る
県
内
屈
指
の
有
機
農

業
地
帯
と
し
て
の
集
積
が
両
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

特
徴
的
と
い
え
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
も
、
農
業
に

関
し
て
は
令
和
５（
２
０
２
３
）年
に「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
行
う
な
ど
、
よ
り
健
康
志
向

の
強
い
生
産
体
制
が
拡
充
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

加
え
て
、
北
村
市
長
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、

製
薬
産
業
（
工
場
・
研
究
所
な
ど
）
の
集
積
が
伝
統

的
に
進
ん
だ
地
域
で
も
あ
る
。
同
時
に
医
療
施
設
・

研
究
機
関
の
充
実
し
た
県
都
・
静
岡
市
の
隣
に
あ
っ

て
、
さ
ら
に
救
命
救
急
な
ど
も
担
い
、
地
域
医
療

の
拠
点
で
あ
る
市
立
総
合
病
院
を
は
じ
め
と
す
る

四
つ
の
総
合
病
院
を
軸
に
、
医
療
環
境
が
充
実
し

て
い
る
藤
枝
市
で
は
、
近
年
、
行
政
と
医
療
機
関

の
連
携
に
よ
る
「
め
ざ
そ
う
！
〝
健
康
・
予
防
日
本

一
〟
ふ
じ
え
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
。
市
民
の

特
定
検
診
や
が
ん
検
診
受
診
率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
水
準
を
保
つ
な
ど
、
総
体
的
に
健
康
・
医

療
へ
の
関
心
が
高
い
地
域
性
を
構
築
し
て
い
る
。

　

藤
枝
市
に
は
、
健
康
・
医
療
用
食
品
の
素
材
と

し
て
の
価
値
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る「
茶

葉
の
一
大
生
産
地
」で
あ
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
。

　

今
後
の
事
業
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
と
と
も
に
幅
広
く
推
進
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
、『
藤
枝
市
新
産
業

創
造
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
い
た
「
薬
品
・
サ
プ
リ
メ
ン

ト
・
健
康
食
品
」な
ど
の
新
規
事
業
創
出
に
お
い
て

は
、
例
え
ば
茶
葉
の
優
れ
た
成
分
の
活
用
に
特
化

し
た
よ
う
な
、
藤
枝
市
な
ら
で
は
の
特
徴
的
な
展

開
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

藤
枝
市
で
は
ま
た
、
健
康
予
防
を
テ
ー
マ
と
す

る
新
産
業
創
出
（
地
域
経
済
の
活
性
化
）
と
は
車
の

両
輪
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
「
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
豊
か
な
「
地
域
資
源
を
活
用

し
、
多
様
な
主
体
が
活
躍
す
る
エ
リ
ア
形
成
」を
実

現
す
る
た
め
の
「
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
が
展

開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域
の
振
興
を
目
指
す
「
地
域
と
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
作
る
陶
芸
村
構
想
」（
本
年
～
）。
固
有

の
サ
ッ
カ
ー
文
化
を
軸
に
国
内
外
か
ら
多
彩
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
・
交
流
事
業
を
呼
び
込
む
「
藤
枝
シ

テ
ィ
・
ト
レ
セ
ン
構
想
」（
令
和
８
年
～
）。
中
心
市

街
地
と
一
体
化
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
形
成
を
目

指
す「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」（
令
和

８
年
～
）。
旧
市
街
地
周
辺
エ
リ
ア
の
歴
史
・
文
化

と
芸
術
文
化
を
結
び
付
け
た
、
新
た
な
滞
在
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
「
旧
市
街
地
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
令
和
９
年
～
）な
ど
だ
。

　

藤
枝
市
で
は
現
在
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
多
彩

な
カ
タ
チ
で
、
地
域
特
性
や
地
域
財
産
・
地
域
資

源
を
フ
ル
活
用
し
た
地
域
活
性
化
施
策
・
事
業
の

数
々
が
、
同
時
多
発
的
か
つ
、
強
い
連
携
性
を
持

ち
な
が
ら
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
全
て
に
予
測
さ
れ
る
近
未
来
の

波
及
効
果
は
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
・
藤
枝
」
へ
と
ベ

ク
ト
ル
を
向
け
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
今
後
の
展

開
が
非
常
に
楽
し
み
な
所
以
で
あ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
７
年
４
月
24
日
）

「地域とアーティストで作る陶芸村構想」の拠点施設。本年9月にオープンする予定だ

江戸時代以来の伝統を誇る「藤枝大祭り」は毎年10月の開催。長唄に合わせ地踊
りを披露する優雅な祭りだ
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